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志新たに、羽ばたく新成人
　１月13日、穏やかな晴天の下、ダイヤモンドホール（下館地区）、
市生涯学習センター・ペアーノ（関城地区）、明野公民館（明野地区）、
協和公民館（協和地区）で、平成 25年成人式が開催されました。
　今年成人を迎えたのは 1,050 人。吉澤市長が「みなさんは大切
な人材であり、宝。夢に向かって力強く歩んで」とエールを送ると、
新成人たちは志を新たに、同窓生たちと新たな門出を祝いました。

　

筑
西
市
地
域
女
性
団
体
連

絡
会
（
中
島
和
子
会
長
）
は
、

毎
年
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
利

用
し
た
紙
す
き
絵
は
が
き
を

手
作
り
し
、
新
成
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ち
っ
く
タ
ッ
グ
（
白
井
佐

智
子
リ
ー
ダ
ー
）
は
、
昨
年

市
内
で
撮
影
さ
れ
た
『
ま
た

い
つ
か
夏
に
。』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

同
映
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
帰

り
た
く
な
る
町
」
に
ち
な
ん

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
様
々
な
場

所
へ
羽
ば
た
い
て
い
く
新
成

人
に「
い
つ
で
も
筑
西
に
帰
っ

て
き
て
」
と
手
渡
し
ま
し
た
。

新
成
人
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

２



　

消
防
庁
長
官
表
彰

�
永
年
勤
続
功
労
章
　
枝
孝
弘
（
木
戸
）

野
寺
友
行
（
口
戸
）

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

�
功
績
章
　
塚
田
俊
夫
（
関
本
中
）

�
精
績
章
　
八
幡
守
雄
（
荒
町
）

�
勤
続
章
　
宮
川
昌
己
（
下
中
山
）　
野
口

芳
弘
（
泉
町
）　
堀
江
民
男
（
富
士
見
町
）

　

茨
城
県
知
事
定
例
表
彰

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
）

小
島
宣
夫
（
宮
後
）

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
30
年
以
上
）

廣
瀬
誠
治
（
鷹
場
町
）
谷
口
裕
一
（
末
広
町
）

柴
山
英
明
（
岡
芹
）
石
井
千
博
（
泉
町
）　

小
川
正
治
（
新
治
）
星
野
弘
（
田
町
）

�
永
年
勤
続
功
労
章
（
20
年
以
上
）

古
沢
祐
司
（
旭
ヶ
丘
）
瀨
端
好
宏
（
高
島
）

宇
梶
記
章
（
樋
口
）
奥
澤
淸
（
飯
島
）
下
条

武
雄
（
下
星
谷
）
渡
邉
浩
行
（
茂
田
）
瀬
端

廣
哉
（
掉
ヶ
島
）
赤
羽
幸
夫
（
島
）
廣
瀬
裕

身
（
田
中
町
）
比
氣
一
刀
（
上
川
中
子
）
蓮

沼
雅
克
（
下
星
谷
）
小
島
社
（
小
栗
）

　

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

�
優
良
分
団
　

第
27
分
団
　
第
28
分
団

�
永
年
勤
続
功
労
章
　
廣
瀬
誠
治
（
鷹
場
町
）

谷
口
裕
一
（
末
広
町
）
柴
山
英
明
（
岡
芹
）

石
井
千
博
（
泉
町
）
小
川
正
治
（
新
治
）　

星
野
弘
（
田
町
）　

�
功
労
章
　
栁
田
亮
（
桑
山
）
國
府
田
和
伸

（
折
本
）
深
谷
昌
之
（
新
治
）
薄
純
孝
（
小
栗
）

稲
川
明
宏
（
野
殿
）
川
田
秀
樹
（
西
方
）
田

中
康
寛
（
井
上
）
中
山
厚
（
木
戸
）
大
林
栄

（
中
上
野
）戸
頃
英
治（
知
行
）柴
山
英
明（
岡

芹
）
宇
梶
記
章
（
樋
口
）
阿
部
幸
直
（
岡
芹
）

瀬
端
廣
哉
（
掉
ヶ
島
）
赤
羽
幸
夫
（
島
）

�
永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女
表
彰

廣
瀬
文
枝
（
鷹
場
町
）
柴
山
美
代
子
（
岡
芹
）

石
井
春
江
（
泉
町
）
小
川
美
和
（
新
治
）

　

筑
西
市
長
表
彰

�
永
年
勤
続
団
員
（
10
年
勤
続
）　

齋
　
康
行
（
田
中
町
）
鈴
木
正
美
（
み
ど
り
町

一
丁
目
）
山
﨑
悦
男
（
荒
町
）
島
田
裕
康
（
本

城
町
）篠
﨑
勝
弘（
川
澄
）坂
入
二
朗（
高
島
）

中
丸
孔
夫
（
高
島
）
潮
田
安
孝
（
八
田
）
谷

中
英
男
（
落
合
）
保
坂
宏
市
（
下
高
田
）
野

沢
祐
一（
岡
芹
）
中
村
俊
明
（
女
方
）
小
島

利
彦
（
下
川
島
）
川
田
昇
（
玉
戸
）
川
田
秀

樹
（
西
方
）
青
木
仁
一（
下
野
殿
）
齊
藤
富

士
夫
（
西
石
田
）
小
島
昇
（
川
連
）
海
老
澤

孝
昭
（
深
見
）
中
島
雅
之
（
辻
）
田
中
康
寛

（
井
上
）
渡
邉
康
晴
（
直
井
）
中
山
厚
（
木
戸
）

藤
木
雅
之
（
海
老
ヶ
島
）
大
林
栄
（
中
上
野
）

茂
木
伸
一（
築
地
）
新
井
博
司
（
大
林
）
鈴

木
一
司
（
村
田
）
小
島
栄
（
宮
後
）
島
田
一

美
（
桑
山
）
津
田
貢
（
桑
山
）
戸
頃
英
治
（
知

行
）
箱
島
裕
（
新
治
）
井
澤
法
之
（
井
出
蛯

沢
）
國
府
田
雅
行
（
蓬
田
）
深
谷
健
一（
蓬
田
）

南
條
諭
（
小
栗
）
清
水
誠
之
（
小
栗
）

　

消
防
長
表
彰

�
優
良
分
団
　

第
27
分
団
　
第
28
分
団

　

消
防
団
長
表
彰

�
優
良
団
員
　
平
澤
洋
一（
稲
荷
町
）
廣
瀬

裕
身
（
田
中
町
）
山
﨑
悦
男
（
荒
町
）
古
池

秀
一（
西
町
）
杉
山
浩
己
（
岡
芹
）
増
渕
政

伸
（
稲
野
辺
）
飯
泉
宏
章
（
小
林
）
柴
直
樹

（
国
府
田
）
大
木
智
裕
（
奥
田
）
早
瀬
力
（
樋

口
）
髙
橋
正
之
（
折
本
）
塩
澤
和
久
（
上
平

塚
）
鈴
木
秀
史
（
外
塚
）
宮
田
憲
一（
女
方
）

梅
山
光
一（
布
川
）
押
坂
憲
明
（
西
方
）
小

川
幸
三
（
野
殿
）
谷
中
市
郎
（
嘉
家
佐
和
）

増
渕
久
司
（
榎
生
一
丁
目
）
倉
持
誠
（
成
田
）

大
山
一
幸
（
茂
田
）
小
島
聡
（
関
本
上
）
仲
山

悦
弘
（
舟
生
）
關
正
志
（
上
野
）
田
﨑
照
章

（
花
田
）
小
林
竜
一（
辻
）
髙
橋
寛
之
（
井
上
）

金
子
慎
樹
（
木
戸
）
坪
松
貴
将
（
海
老
ヶ
島
）

比
企
吉
典
（
中
上
野
）
古
宇
田
雅
人
（
鷺
島
）

中
澤
誠
（
古
内
）
小
倉
勝
美
（
村
田
）
増
渕

哲
也
（
海
老
ヶ
島
）
津
田
貢
（
桑
山
）
戸
頃

修
一
郎
（
知
行
）
蓮
沼
雅
克
（
下
星
谷
）
岩
渕

健
一（
蓮
沼
）
飯
村
敏
夫
（
門
井
）
枝
誠
（
井

出
蛯
沢
）
関
口
善
典
（
小
栗
）
深
谷
史
典
（
蓬

田
）
廣
沢
祐
弥
（
小
栗
）
古
市
律
子
（
幸
町
）

　１月6日、新春恒例の筑西市消防団の出初式を開催し、消防団員約
700人が、住民の生命と財産を守る決意を新たにしました。
　式典では、市役所駐車場で人員服装点検と機械器具点検をした後、
吉澤範夫市長と富

とみ た

田宏
ひろ し

司団長が訓示し、永年勤続の団員等を表彰しま
した。放水試験では、中舘の勤行緑地に44台の消防車が勢揃いし、
冬の青空に向けて一斉に放水すると、詰めかけた観客から歓声があ
がっていました。表彰されたみなさんを紹介します。（敬称略）

平成 25 年筑西市消防団出初式

防
災
へ
の
誓
い  

新
た
に

３



　ごみは分別して、リサイクルできるものは【リサイクルの日】に出しましょう。
　再び製品の原料となる空き缶・空きビン・古紙などをごみと分別して、資源としてリサイク
ルすれば、一人ひとりの量は少しであってもみんなで取り組むことによって「ごみ」を減らす
ことができます。

みんなの手で

「環境にやさしいリサイクル」「環境にやさしいリサイクル」
ごみは分別して、「リサイクルの日」に

門井中央自治会の取り組み協和地区門井中央の皆さんによるリサイクル分別収集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門井中央自治会（増
ますぶち

渕俊
とし お

夫自治会長）では、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごみのリサイクル収集を積極的に実践していま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。子どもからお年寄りまで、全員がリサイク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル分別収集作業に参加し、環境にやさしい運動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を展開中です。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増渕会長は、「ごみは宝の山といいますが、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門井中央自治会では平成 23 年度から【捨てれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばごみ。生かせば資源リサイクル】をスローガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンとして、ごみの減量化に取り組み、特に不燃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物ごみの分別に力を入れています。その結果、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不燃物ごみが減少し、空き缶やびん等の資源物
の量が増え、これによりリサイクルの還元金が増加し、自治会運営にも役立っています。他の自治会でも是非実
践していただき、市のごみ減量化に貢献していただければと考えております」と話します。
　環境にやさしい資源リサイクル活動の推進にご協力いただきますようお願いします。

生活環境課からのお知らせ
　　　　　　　　　　　　　○生ごみ処理機器の購入費補助金制度があります。
　①電動式生ごみ処理機器・・・１世帯当たり１基（購入価格の１/２で 20,000 円を限度）
　②ＥＭぼかし処理容器・・・・１世帯当たり２基（購入価格の２/３で１基につき 1,000 円を限度）
　③コンポスト容器・・・・・・１世帯当たり２基（購入価格の１/２で１基につき 6,000 円を限度）

問い合わせ：生活環境課　内線４０４・４０５

リサイクルを実践する

４



リサイクルの心を育む

筑
西
市
環
境
美
化
・
３
Ｒ
推
進
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　
市
で
は
、環
境
美
化
と
３
Ｒ
『
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
の
抑
制
）、リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）』

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
も
の
の
大
切
さ
や
資
源
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、

『
環
境
美
化
・
３
Ｒ
推
進
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
部
門
と
標
語
部
門
の
、
最
優

秀
作
品
と
優
秀
賞
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

藤
木
耀
一
朗
（
竹
島
小
１
年
）

百
目
鬼
一
慶
（
五
所
小
２
年
）

渡
邉
依
吹（
嘉
田
生
崎
小
３
年
）

廣
瀬
智
希

（
鳥
羽
小
３
年
）

フ
ァ
ラ
マ
ン
ド  
ア
リ
エ

（
長
讃
小
３
年
）

矢
島
哲
太

（
下
館
小
６
年
）

鈴
木
淳
也

（
伊
讃
小
６
年
）

和
泉
田
綾
優
（
川
島
小
６
年
）

新
井
里
菜

（
中
小
６
年
）

板
谷
奈
緒
子
（
大
田
小
５
年
）

齊
藤
宏
海
（
関
城
東
小
６
年
）

飯
島
理
々
花
（
大
村
小
４
年
）

仁
平
知
里

（
村
田
小
４
年
）

吉
原
京
香

（
古
里
小
５
年
）

小
島
拓
己

（
新
治
小
５
年
）

西
方
み
ゅ
う
（
小
栗
小
４
年
）

西
川
詞
穂

（
下
館
中
１
年
）

川
田
星
菜
（
下
館
南
中
３
年
）

野
寺
倫
衣
奈
（
関
城
中
２
年
）

竹
内
愛
菜

（
明
野
中
１
年
）

海
保
宏
祐

（
下
館
小
２
年
）

金
澤
琉
生

（
五
所
小
１
年
）

舩
原
祐
生

（
大
田
小
１
年
）

根
津
夢
翔（
嘉
田
生
崎
小
２
年
）

相
澤
悠
太
（
関
城
西
小
２
年
）

大
山
雄
舞

（
鳥
羽
小
３
年
）

山
口
滉
雅

（
長
讃
小
２
年
）

増
田
莉
那

（
新
治
小
１
年
）

佐
々
木
愛
怜
（
伊
讃
小
４
年
）

土
生
都
百
花
（
川
島
小
５
年
）

村
上
結
香

（
養
蚕
小
６
年
）

伊
藤
彩
未

（
中
小
５
年
）

中
島
凜
菜

（
河
間
小
６
年
）

渡
邉
音
亜
（
関
城
東
小
６
年
）

池
田
怜
依

（
大
村
小
６
年
）

渡
邉
慧 　

（
村
田
小
６
年
）

成
田
遥
南

（
上
野
小
４
年
）

柳
田
梨
緒

（
古
里
小
４
年
）

中
原
蒼
生

（
下
館
中
１
年
）

土
生
都
蒼
太（
下
館
西
中
３
年
）

菊
池
星
良
（
下
館
南
中
１
年
）

会
田
拓
海
（
下
館
北
中
３
年
）

荻
原
早
葵

（
協
和
中
２
年
）

【中学生の部】 【小学生高学年の部】 【小学生低学年の部】

（下館西中２年） （養蚕小６年） （河間小２年）
山口  絢加 伊藤  優花 中島  歌虹

●
ポ
ス
タ
ー
部
門

●
標
語
部
門

Ｃコ

ツ

コ

ツ

Ｏ
２
Ｃ
Ｏ
２
と

地
き
ゅ
う
を
た
す
け
る

エ
コ
運
動

燃
や
す
ゴ
ミ

減
ら
し
て
増
や
す

資
源
ゴ
ミ

マ
イ
タ
ウ
ン

ゴ
ミ
０
目
指
し
て

エ
コ
タ
ウ
ン

【小学生高学年の部】

（小栗小６年）
秋山  怜菜

【小学生低学年の部】

（竹島小３年）
内藤  翔海

【中学生の部】

（関城中２年）
香取  敬悟

■■問い合わせ■■
生活環境課　内線４０４

最優秀賞受賞のみなさん（表彰式）

最
優
秀
賞

優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

５



　２月 12 日（火）から市民税・県民税の申告（平成 25 年１月１日現在で筑西市に住所がある人が対象です。ただし、
確定申告をする人、年末調整済の給与所得以外に所得のない人は必要ありません）と所得税の申告が始まりますの
で、早めに申告を済ませましょう。
　混雑を避けるために、一部の人には昨年の申告に基づき申告書を郵送し、受付の日時を指定しましたので、なる
べくその日時に申告するようお願いします。

  問い合わせ　【市民税・県民税に関すること】市民税課　内線４４２　【所得税に関すること】下館税務署  ☎２４−２１２１

２月 地区 会場 午　　前 午　　後
12 日（火）

関城
地区

市生涯学習
センター

関本肥土・関本上中・関本中 関本分中・関本上
13 日（水） 舟生・犬塚 藤ケ谷
14 日（木） 板橋・辻 ・黒子 井上・西保末・稲荷・梶内
15 日 （金） 江・関舘・花田・花橋・木戸 船玉・関本下・上野
18 日（月）

明野
地区

明野
公民館

有田・海老ヶ島 田宿・松原・新井新田
19 日（火） 中根・山王堂・倉持・宮山・猫島・上西郷谷・谷原 海老江・東保末・築地・鷺島・成井・高津
20 日（水） 押尾・寺上野・東石田 中上野・赤浜・向上野
21 日 （木） 村田・吉田・竹垣・下川中子 宮後・古内・大林・内淀・鍋山
25 日（月） 協和

地区
協和

公民館

小栗 1 ～ 2999 番地・細田・上星谷・下星谷・大島 小栗 3000 番地以上・横塚・向川澄
26 日（火） 門井 1 ～ 1699 番地・古郡・柳・谷永島・下郷谷 門井 1700 番地以上・桑山
27 日（水） 三郷・新治・井出蛯沢・知行 蓬田・久地楽・蓮沼・八幡・清水

３月 地区 会場 午　　前 午　　後
１日（金）

下館

地区

スピカ６階

文化ギャ

ラリー

小川 西榎生・榎生１丁目・東榎生・飯島・西大島・下川島
４日（月） 下岡崎・下岡崎 1 ～ 3 丁目・笹塚・西谷貝・谷中・伊讃美 旭ヶ丘・岡芹・神分・栗島
５日（火） 西石田・野田・下平塚・女方 嘉家佐和・菅谷・外塚・石原田・伊佐山
６日（水） 大塚・折本・落合・蒔田 上川中子・徳持・林・樋口・八田・上中山
７日（木） 下中山・石塔・口戸・柴山・谷部・下高田・国府田 茂田・大関 
８日（金） 成田・塚原・蕨・深見・泉・筑瀬・羽方 島・川連・中舘・奥田・野

11 日（月） 二木成・下野殿・布川 玉戸 1 ～ 1299 番地・幸町 1 ～ 3 丁目
12 日（火） 西方・野殿 玉戸 1300 番地以上・一本松

13 日（水） 金井町・末広町・春日町・桜町・鷹場町・金丸・
小林・高島・森添島・西山田 本城町・旭町・田町・稲野辺・五所宮・大谷

14 日（木） 荒町・泉町・富士見町・直井・上平塚 薬師町・西町・東町・新花町・市野辺・山崎

15 日（金） 栄町・稲荷町・田中町・根岸町・大町・川澄・
小塙・下江連

十軒町・南町・みどり町 1 ～ 2 丁目・横島・
子思儀・灰塚・掉ヶ島

２月 12 日（火）〜３月 15 日（金）※土・日を除く　　　　　　　午前 9 時～ 11 時・午後１時～３時 30 分
■申告受付日程及び受付期間

市民税・県民税と
所得税の 申告期限は、３月15日 金  です。（   ）

■申告に必要なもの
◎印鑑　◎給与・年金の源泉徴収票、帳簿、収支内訳書などの所得を算出
するために必要な書類
◎医療費、社会保険料（国民年金保険料は証明書を添付）、生命保険・個人
年金・地震保険・旧長期損害保険などの支払証明書

■年金受給者の人
　公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、年金以外の所得が 20 万円以
下の人は、所得税の確定申告が不要になりましたが、市民税・県民税の申
告は必要ですのでご注意ください。

■確定申告をすれば所得税が戻る人
１．災害や盗難、横領により住宅や家財などの資産に受けた損害などについて
　　雑損控除を受ける場合
２．病気やけがなどで支払った多額の医療費について医療費控除を受ける場合
３．家屋を住宅借入金等で新築や購入、増改築等をして、（特定増改築等）住　
　　宅借入金等特別控除を受ける場合など

■給与所得で確定申告が必要な人
１．給与の収入金額が 2,000 万円を超える人　
２．給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）
　　の合計額が 20 万円を超える人　
３．給与を２か所以上から受けていて、年末調整されなかった給与の収入金額と各
　　種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）との合計額が 20 万円を超える人

■平成 24 年分について消費税及び地方消費税の確定申告が必要な人（個人事業者）
１．平成 22 年分の課税売上高が 1,000 万円を超える事業者
２．平成 22 年分の課税売上高が 1,000 万円以下の事業者で平成 23 年 12　
　　月末までに「消費税課税事業者選択届出書」を提出している事業者

確定申告のお知らせ

震災・竜巻災害の個別申告相談会

所得税・贈与税の申告及び納期限は…
３月15日（金）まで

消費税（個人事業者）の申告及び納期限は…
４月　１日（月）まで

開設期間　2 月８日（金）〜３月15 日（金）
　　　　　　 （土日・祝日は除く）
受付時間　午前９時〜午後４時まで
申告会場　コミュニティプラザ（スピカ６階）

開催期間　2 月５日（火）〜７日（木）
相談時間　午前９時〜 11 時・午後１時〜４時
会　　場　コミュニティプラザ（スピカ６階）
予 約 先  下館税務署個人課税部門
　　　　　☎２５−３８７１
※震災等の個別相談を受ける場合には、事前予約が必要で
す。予約なしで来場の場合、相談が受けられない場合があ
りますので必ず事前予約を済ませて来場してください。

６



行 政 ニ ュ ー ス

市内の小中学校、幼稚園・保育園
都市公園の放射線量測定結果
下館小学校 0.088 
伊讃小学校 0.076 
川島小学校 0.073 
竹島小学校 0.063 
養蚕小学校 0.073 
五所小学校 0.066 
中小学校 0.055 
河間小学校 0.078 
大田小学校 0.058 
嘉田生崎小学校 0.081 
関城西小学校 0.091 
関城東小学校 0.058 
大村小学校 0.073 
村田小学校 0.076 
鳥羽小学校 0.078 
上野小学校 0.087 
長讃小学校 0.065 
古里小学校 0.081 
新治小学校 0.083 
小栗小学校 0.079 

明野幼稚園 0.090 
協和幼稚園 0.083 
認定こども園
せきじょう 0.079

協和保育所 0.063

下岡崎近隣
公園 0.057 

神明近隣公園 0.070 
木有戸公園 0.062 
村田児童公園 0.063 
協和の杜公園 0.067 

下館中学校 0.092 
下館西中学校 0.099 
下館南中学校 0.072 
下館北中学校 0.064 
関城中学校 0.078 
明野中学校 0.082 
協和中学校 0.059 

単位は、マイクロシーベルト／時間
測定日時：１月 11 日（金）・公園１月 16 日（水）
測定高さ：中学校は地上１㍍、その他は 50㌢

自動交付機デビュー！
　自動交付機限定で、２月１日（金）から市マスコットキャラクター「ちっ
くん」がプリントされた各種証明書を取得できます。
　平成 25 年度中には窓口を含むすべての改ざん防止用紙に適用予定です。

■利用開始
　２月１日（金）〜

■必要品
　暗証番号が入った「市民カード」

■取得できる証明書
　・印鑑登録証明書
　・住民票写し（全部・一部）
　・所得証明書（児童手当用を含む）
　・納税証明書
　・車検用納税証明書

■問い合わせ
　【自動交付機利用・印鑑登録・住民票】
　　　　　 　　　市民課　内線２２０
　【税　証　明】　 収税課　内線４４４

住民票等

　

11
月
29
日
、
茨
城
県
庁
で
茨
城

県
・
茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会
主
催

の
「
第
48
回
茨
城
県
交
通
安
全
県
民

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
茨
城
県
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
部

門
に
お
い
て
、
市
か
ら
４
人
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

＊
最
優
秀
賞　
　

　

原は
ら
だ田
睦む

つ
み未
さ
ん
（
協
和
中
２
年
）

＊
茨
城
県
議
会
議
長
賞

　

大お
お
や
ま山

拓た
く
み実

さ
ん
（
下
館
中
２
年
）

＊
茨
城
県
警
察
本
部
長
賞

　

保ほ
さ
か坂

星せ
い
や也

さ
ん
（
大
田
小
５
年
）

＊
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
会
長
賞

　

薄う
す
い井
柚ゆ

か香
さ
ん
（
中
小
４
年
）

茨
城
県
交
通
安
全
県
民
大
会
表
彰最優秀賞受賞の原田さん

年
末
に
お
け
る
犯
罪
抑
止
活
動
を

呼
び
か
け

　

12
月
21
日
「
防
犯
意
識
を
高
め
、

年
末
に
お
け
る
犯
罪
を
抑
止
し
よ

う
」
と
、
筑
西
地
区
防
犯
連
絡
協
議

会
（
野の

だ田
富と

み
お夫

会
長
）
主
催
に
よ
る

防
犯
パ
レ
ー
ド
が
玉
戸
駅
か
ら
国
道

50
号
線
ま
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。　

　

パ
レ
ー
ド
は
、
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
や
筑
西
警
察
署
、
筑
西
地

区
少
年
指
導
員
、
中
地
区
防
犯
母
の

会
、
上
平
塚
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

み
な
さ
ん
約
70
人
が
参
加
、
防
犯
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。　

防犯を呼びかけるパレード

日
本
赤
十
字
社
か
ら
金
色
有
功
賞

を
受
賞

　

赤
十
字
の
博
愛
人
精
神
に
基
づ

き
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
築
く

た
め
に
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

日
赤
筑
西
市
地
区
奉
仕
団
委
員
長
の

関せ
き
ね根
静し

ず
こ子
さ
ん
（
岡
芹
）
が
、
永
年

の
貢
献
に
対
し
日
本
赤
十
字
社
か
ら

「
金
色
有
功
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
救
急
法
訓

練
を
生
か
し
、
災
害
時
に
は
被
災
者

の
心
身
の
ケ
ア
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

関根静子さん

７



まちのわだいまちのわだい

　12 月４日、飯
いいずみ

泉文
ふみのり

典さん（井出
蛯沢）が、子どもたちが気持ちよく
登校できるようにと、協和地区内の
小中学校に真っ赤なポインセチア
110 鉢をプレゼントしました。
　飯泉さんは６年前、小栗判官まつ
りで出品した残りをプレゼントし、
喜ばれたのをきっかけに、毎年「花
のプレゼント」を行っています。  

　12 月 23 日、図書館をもっと身
近に感じてもらいたいと、中央図書
館で「親子で楽しむクリスマス会」
が開催されました。
　クリスマス会には約 100 人の親
子が参加、市マスコットキャラク
ター「ちっくん」も登場し、子ども
たちに大人気でした。　
　図書館ボランティアのみなさんに
よる、童話「ハダカの王様」の朗読
や「３まいのおふだ」の紙芝居など
が披露され、参加した親子は楽しい
ひとときを過ごしました。

５人のサンタクロース
からプレゼント　

　12 月 23 日、斉
さいとう

藤光
み つ お

男さん（稲荷）
と５人のサンタが、社会福祉法人慶
育会白山学園（茂田）に入所してい
るみなさんにクリスマスプレゼント
をしました。
　斉藤さんは、にこにこするみなさ
んを見ながら「少しでも暖かい気持
ちになってくれればうれしい」と話
していました。

　12 月 24 日、筑西市地域女性団
体連絡会（中

なかじま
島和

か ず こ
子代表）主催の「親

子でふれあい・愛のかけ橋」が、地
域交流センターで開催されました。
　40 組の親子が参加し、牛乳パッ
クで作る絵はがき、木製椅子や本箱
作製、またビニール袋で非常用のご
飯炊きなどを行ないました。
　中島代表は「普段のイベントと
違って、今日はお父さんやおじい
ちゃん、おばあちゃんがたくさん参
加してくれ、家族のふれあいができ
てよかった」と話していました。

ちっくんとクリスマス
会　 　〜中央図書館〜

たくさんの観客を集め
「協和商工祭」開催

　昨年 12 月２日、筑西市商工会
（橋

はし
本
もと

由
よしなり

成会長）主催の「第 26 回
協和商工祭」が冬晴れの中、にぎや
かに開催されました。
　毎年、小栗判官まつりと同時開催 され、今年もおよそ 20,000 人の

観客が詰めかけ、会場の新治小学校
校庭では、各種模擬店や地元特産品
の販売、小栗太々神楽や知行八木節
などが披露されました。
　また、昨年同様古い発動機の展示
や運転会も行われ、みなさん懐かし
そうに眺めていました。

真っ赤なお花をプレゼ
ント

牛乳パックで手作りは
がきができたよ！

花を手渡す飯泉さん

８



「　　　　おいしいお米」が誕生

　

渡
邉
さ
ん
が
受
賞
し
た
「
日
本
一
お
い
し
い
米
コ

ン
テ
ス
ト
」
は
、
お
い
し
い
お
米
の
ル
ー
ツ
と
い
わ

れ
る
「
亀
の
尾
」
の
発
祥
の
地
、
山
形
県
庄
内
町
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
回
目
と
な
る
大
会
に

渡
邉
さ
ん
は
第
１
回
か
ら
挑
戦
、
６
回
目
の
挑
戦
で

見
事
日
本
一
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
に
は
全
国
か
ら
、
あ
き
た
こ
ま
ち
や

ユ
メ
ピ
リ
カ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
米
44
品
種
３
６
６
点

が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
選
は
全
国
の
公
募
審
査
員
３
６
６
人
の
食
味
に

よ
っ
て
上
位
30
点
を
選
出
、
決
勝
は
12
月
１
日
に
主

催
地
庄
内
町
で
審
査
員
の
実
食
に
よ
り
行
わ
れ
、
食

べ
て
お
い
し
い
お
米
日
本
一
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
愛
情
を
も
っ
て
育
て
れ
ば
、
米
は
応
え
て
く
れ

る
ん
で
す
。
米
作
り
は
私
の
人
生
、
天
職
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
よ
」
と
、
自
慢
の
お
米
を
眺
め
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
私
の
郷
土
、
筑
西
か
ら
日
本
一
お
い

い
し
い
お
米
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
で
き

た
こ
と
は
私
の
誇
り
で
す
」
と
、
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
た
の
は
「
あ
な
た
が
選
ぶ
日

本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最
優

秀
賞
（
日
本
一
）
を
受
賞
し
た
渡
邉
榮
さ

ん
（
66
歳
）。

　山形県庄内町などが主催
する第６回「あなたが選ぶ
日本一おいしい米コンテス
ト」で、渡邉榮さんが収穫
した「ミルキークイーン」
が、最優秀賞を受賞、「日
本一おいしいお米」に認定
されました。

渡わ
た
な
べ邉

榮さ
か
えさ

ん
（
稲
荷
）
最
優
秀
賞
（
日
本
一
）
を
受
賞

大お
お
く
ぼ

久
保
敏と

し
ゆ
き行

さ
ん
（
三さ

ん
ご
う郷

）

が
91
歳
で
富
士
山
登
頂
!!

筑西市から

「日本一おいしいお米」を手にする渡邉さん

日本一

　日本一に輝いたお米を育てた「おいし
いお米処稲荷」の産地 PRをかねて、稲
荷地区の国道 294 号線沿いに、縦 1.2
メートル、横６メートルの看板が
設置されました。 米

日本一

　
「
今
年
の
４
月
ま
で
に
は
筑
波
山
登
山

５
０
０
回
を
達
成
し
て
み
せ
ま
す
。
そ
し
て

富
士
登
山
者
の
金
メ
ダ
ル
、
最
高
齢
登
頂
者

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く

語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
大
久
保
敏
行
さ
ん
91

歳
。
大
久
保
さ
ん
は
昨
年
７
月
富
士
山
を
登

頂
し
、
昨
年
富
士
山
頂
で
登
頂
の
記
録
を
し

た
70
歳
以
上
の
高
齢
者
１
，
５
５
６
人
中
２

番
目
に
高
齢
な
登
頂
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
久
保
さ
ん
が
登
山
を
始
め
た
の
は
80
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
。
同
級
生
と
筑
波
山
を
登
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
以
来
山
登
り
に
夢
中

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
筑
波
山
に
は
４
８
９

回
も
登
り
、
富
士
山
に
も
平
成
18
年
か
ら
６

回
登
頂
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
山
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
登
り
た

い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

富士山高齢者登拝番付で 横綱 !!　

９



　室町期の様式を備えた江戸時代
初期の作で、六十二間星

ほしかぶと

兜、大
袖、本

ほんこざねこんいとおどし

小札紺糸縅、鍬
くわがた

形、高
こ ま

麗犬
の大

おお

前
まえたて

立、八段の八幡座に後
うしろだて

立の
野
の ざ ら

晒し（どくろ）がつけられ、吹
返し鍬形台及び要所に石川家の定
紋「丸に三ツ葉りんどう」が配さ
れています。下館藩石川家初代総

ふさ

茂
しげ

以来のもので、御本家伊勢国亀
山（三重県亀山市）より分家した
時からのものと思われます。
　大袖鎧は、明治２年（1869 年）
版籍奉還の後、同８年石川家第９
代総

ふさかね

管により、厚
こ う ぎ か い

誼会（士族会）
発会に際し寄贈され、その後同会
より石川家の守護神の八幡神社

（下館城本丸内
に鎮座）に奉
納されました。
制作以来 300
余年を経て、
破損が甚だし
いため、昭和
51 年 度 保 存
修理を行いま
した。

探訪 筑西市の

文化財

問 生涯学習課 ☎２２-０１８３

　県指定文化財（工芸品）
　昭和 39 年７月 31 日指定
　江戸時代初期
　所在地：下中山地内

健康 

いき いき

　

市
の
死
因
別
標
準
化
死
亡
比
（
標

準
的
な
年
齢
構
成
に
し
た
死
亡
率
の

比
較
）
を
全
国
と
比
べ
る
と
男
女
と

も
に
急
性
心
筋
梗
塞
が
高
い
状
況
で

す
。
男
性
で
は
２
・
24
倍
、
女
性
で

は
２
・
16
倍
で
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
）       

　

心
疾
患
は
３
大
死
因
の
一
つ
で
あ

り
、
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
す
。

心
臓
病
を
予
防
し
よ
う
！

大
おおそでよろい

袖 鎧

狭
心
症
・
急
性
心
筋
梗
塞
に
つ
い
て

■
日
常
生
活
で
予
防
を
す
る

　
た
め
に
は

健
康
づ
く
り
課
☎
22-

０
５
０
６

問

女性

男性

2.53

くも膜
下出血

急性心
筋梗塞糖尿病胃がん子宮

がん全死因

1.75

2.24 2.16

1.39 1.261.29 1.10
1.51

1.13 1.08

全国
平均

➡

筑西市の死因別標準化死亡比（2005〜 2009）

1.00

倍 （平成 24 年度茨城県市町村別健康指標Ⅳより）

■
筑
西
市
の
死
因
別
標
準
化

　
死
亡
比
（
全
国
比
）

■
大
切
な
の
は
予
防
で
す
。

①
食
事
：
１
日
３
食
、
規
則
正
し
く

　

食
べ
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

　

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

②
運
動
：
生
活
の
中
で
積
極
的
に
体

　

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
：
お
酒
は
適
量
範
囲
（
例
・

　

日
本
酒
な
ら
１
合
、
ビ
ー
ル
な
ら

　

３
５
０
ml
）
を
守
り
、
可
能
な

　

ら
禁
酒
し
ま
し
ょ
う
。

④
た
ば
こ
：
喫
煙
も
心
疾
患
の
誘
因

　

の
一
つ
で
す
。
一
刻
も
早
く
禁
煙

　

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ス
ト
レ
ス
：
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

早
期
の
段
階
で
の
発
見
の
た
め
、

毎
年
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
市

の
健
診
は
16
歳
以
上
か
ら
補
助
が
あ

り
ま
す
。
※
自
己
負
担
あ
り
）

　

狭
心
症
や
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の

心
臓
病
の
予
防
に
は
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

■
早
期
発
見
の
た
め
に
健
康

　
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

■ 

早
め
の
受
診
を

　

心
臓
病
の
代
表
的
な
症
状
は
、
胸

を
し
め
つ
け
る
よ
う
な
痛
み
で
す
。

　

ま
た
、
狭
心
症
の
症
状
で
は
痛
み

だ
け
で
な
く
、
胸
焼
け
や
胃
の
痛
み
、

単
な
る
息
切
れ
な
ど
も
注
意
が
必
要

で
す
。
場
所
も
胸
と
は
限
ら
ず
、
み

ぞ
お
ち
、
肩
や
腕
の
痛
み
と
し
て
現

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
と

違
う
と
感
じ
た
ら
病
院
で
受
診
す
る

よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
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11
月
、
県
か
ら
刀
剣
研
磨
の
技
術
が
評

価
さ
れ
技
能
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

篠
﨑
さ
ん
は
、
平
成
11
年
に
（
財
）

日
本
美
術
刀
剣
協
会
か
ら
刀
剣
研
師
と

し
て
は
最
高
位
で
あ
り
、
全
国
に
も
人

間
国
宝
を
含
め
21
人
し
か
い
な
い
「
無む

鑑か
ん
さ査

」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
刀
に
興
味
が
あ
り
、

高
校
生
の
と
き
に
研
ぎ
の
本
を
読
ん
だ

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
研
師
の
世
界
に

入
る
こ
と
を
決
意
。
人
間
国
宝
の
故
小

野
光
敬
氏
の
一
番
弟
子
の
故
大
西
時
治

氏
の
弟
子
と
な
り
、
そ
の
後
21
歳
の
と

き
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
旧
関
城
町
に
仕

事
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

刀
剣
研
磨
は
、
刀
の
状
態
に
合
わ
せ

目
の
粗
い
も
の
か
ら
に
細
か
い
も
の
ま

　
　

　「
刀
は
武
士
の
魂
で
あ
っ
て
、
単
な
る

武
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
術
品
で
も

あ
り
武
士
道
の
よ
う
な
日
本
人
の
精
神

の
よ
り
ど
こ
ろ
、
日
本
の
歴
史
や
文
化

そ
の
も
の
で
す
」。

　

そ
う
話
す
篠
﨑
公
紀
さ
ん
は
、
昨
年

篠し
の

﨑ざ
き　

公ま
さ

紀の
り

さ
ん

刀
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

指
先
と
の
無
言
の
会
話

刀
剣
研
師（
最
高
位
：
無
鑑
査
）

（
62
歳
・
関
本
下
）

人輝く

た
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
に
招
待
さ
れ
、

研
磨
技
術
を
実
演
す
る
な
ど
、
そ
の
卓

越
し
た
技
術
は
世
界
的
に
も
高
く
評
価

さ
れ
、
刀
剣
研
磨
の
世
界
、
ひ
い
て
は

日
本
の
文
化
継
承
に
多
大
な
る
功
績
を

残
し
て
い
ま
す
。

　

数
え
切
れ
な
い
刀
を
研
ぎ
、
刀
剣
研

師
の
最
高
位
と
な
っ
た
現
在
も
、
自
分

に
厳
し
い
態
度
で
研
ぎ
の
世
界
を
追
求

し
続
け
て
い
ま
す
。

で
数
種
類
の
砥
石
を
使
い
分
け
、
鉄
が

放
つ
味
わ
い
と
光
を
追
求
し
、
刀
と
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
指
先
で
無
言
の
会
話
を

し
、
刃
文
の
変
化
を
見
な
が
ら
約
２
〜

３
週
間
か
け
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

「
き
れ
い
に
研
ぐ
だ
け
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
刀
が
作
ら
れ
た
時
代

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
研
ぎ
が
必
要
な
ん

で
す
」
と
話
す
篠
﨑
さ
ん
。
そ
の
研
磨

技
術
は
芸
術
の
域
に
達
し
て
お
り
、
ま

さ
に
匠
の
技
で
す
。

　

仕
事
は
刀
剣
店
の
ほ
か
、
博
物
館
の

依
頼
も
あ
り
、
か
つ
て
文
化
庁
の
依
頼

で
ア
メ
リ
カ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
や
イ
ギ
リ
ス
大
英
博
物
館
の
所
蔵
品

を
研
い
だ
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ

11



地域のテーマを市民の目線で

 武
む と う

藤　州
くにてる

輝 さん（小川）

　これからは、高齢化が
進んでいる近隣の方々と
の付合い方、助け合いに
も関心を持って取り組ん
でいくことが必要ですね。

市 民 記 者 の ペ ー ジ

　

活
動
は
仕
事
の
休
日
を
利
用
し
、
夕
方
東
京

に
集
合
。
行
動
計
画
の
打
合
せ
を
し
、
現
地
の

状
況
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
多
く
の
食
材
と

シ
ェ
フ
や
ス
タ
ッ
フ
を
乗
せ
、
夜
11
時
頃
か
ら

車
を
走
ら
せ
朝
８
時
頃
に
被
災
地
に
到
着
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
は
、
石
巻
市
と
女
川
町
。

最
初
に
行
っ
た
と
き
は
、
約
７
割
が
津
波
に
よ

り
壊
滅
状
態
で
無
残
な
光
景
に
あ
ぜ
ん
と
す
る

ば
か
り
で
、
そ
の
う
え
現
地
の
言
葉
も
被
災
者

の
心
情
も
分
か
ら
ず
、
笑
顔
一
つ
見
せ
ら
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
美
味
し
い
食
事
を
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
、
参
加
者
は
活
動
を
開
始
。
調

理
は
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
活
躍
中
の
有

名
シ
ェ
フ
な
ど
が
腕
を
振
る
い
ま
す
。
７
０
０

人
分
の
調
理
や
50
㎏
も
の
炒
め
物
も
し
た
そ
う

で
す
。
谷
中
さ
ん
の
役
割
は
と
聞
く
と
、
車
を

出
し
食
材
と
人
を
運
ぶ
こ
と
や
雑
用
を
一
気
に

引
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
牽
引
役
を
務

め
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。「
被
災
地
に
出
向
い

た
回
数
も
さ
る
こ
と
、
被
災
者
の
方
々
の
心
情

　　　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
募
金
が
未
だ
使
わ
れ

な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
谷

中
さ
ん
は
、
被
災
地
に
出
向
き
何
か
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
中
心
に
活
動
を
探
し
、
首
都
圏
を
中
心
と

し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
や
ソ
ム
リ
エ
な

ど
の
集
団
の
被
災
地
支
援
団
体
「aoSO

RA
nt

（
あ
お
ぞ
ら
ん
）」（
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン
）
が

活
動
を
始
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

aoSO
RA
nt

は
車
も
カ
ー
ナ
ビ
も
無
い
人
の
集

ま
り
で
、
多
く
の
食
材
や
人
を
運
ぶ
こ
と
で

困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
付
で
被
災
地
の
役
に
立
ち
た
い
と
参
加
し

た
そ
う
で
す
。

活
動
の
き
っ
か
け

被
災
地
の
方
々
の
声
や
、

　
　
　
　
　
き
つ
い
行
動
に
も
負
け
ず

被
災
者
の
気
持
ち
に
な
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
ほ
し
い

東
北
の
被
災
地
へ
「
美
味
し
い
食
べ
物
届
け
隊
」

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
２
年
。
昨
年
の
５
月
か
ら
、
被
災
地
の
復
興
を
願
い
約
40

数
回
「
食
」
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
谷
中
利
行
さ
ん
（
門
井
）

に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

〜
未
だ
見
え
な
い
東
北
の
被
災
地
〜

を
気
遣
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
変
か
は
本
人

に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
にaoSO

RA
nt

の
活
動
家
は
、
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
日
頃

忙
し
く
仕
事
を
し
て
い
る
中
、休
日
を
返
上
し
、

被
災
地
の
復
興
だ
け
を
願
っ
て
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
を
ぜ
ひ
知
っ
て
欲
し
い
」
と
、
熱
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
参
加
し
て
み
た
い
と
口
で
は
い
い

ま
す
が
、
意
外
に
実
行
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
闇

雲
に
行
く
の
で
は
な
く
、
被
災
者
の
気
持
ち
な

り
、
何
を
し
て
欲
し
い
の
か
、
現
地
に
出
向
き
、

自
分
で
見
聞
き
し
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

aoSO
RA
nt

の
詳
し
い
活
動
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
あ
お
ぞ
ら
ん
」
と
検
索

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

振る舞われた料理

aoSORAnt の活動を調べる谷中さん
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SPORTS

（敬称略）

 

第
50
回
茨
城
県
空
手
道
選
手
権
大
会

                     

10
月
21
日
県
武
道
館

優　勝　５年女子形　鬼沢花恋（川島小）　
　　　　６年女子形　北條友希絵（結城小）
準優勝　１年女子形　仁平花梨（川島小）
　　　　５年男子組手　渡辺大翔（川島小）
　　　　中学２年女子組手　渡辺美空（西中）
第３位　１年女子形　柳田朋花（川島小）　
　　　　２年男子形　中公幹（川島小） （敬称略）

第１回茨城県小学３・４年生体重
別柔道大会      ７月７日県武道館

第
３
位　
４
年
女
子
35
㎏
超
級

前
添
里
美
（
大
村
小
）

（敬称略）

各種競技で茨城県選抜チーム選手として活躍しました。

第 26 回 JOC 全国都道府県対抗バレー
ボール大会　　　（大阪市中央体育館）

女子の部：栗島海愛（関城中）飯山朱
音（協和中）大林未愛（協和中）
男子の部：利根川大（協和中）

第 10 回記念サニックス旗福岡国際中
学生柔道大会　　　　（福岡県宗像市）
　関口龍矢　物井智暉　石郷岡秀征
　斉藤大輔　大吉　賢　星野俊樹
　杉山　海　（以上明野中）

第 17 関東中学生オープンバドミント
ン大会　　　（浦安市運動公園体育館）
廣瀬　陸（明野中）　飯岡優美（明野中）
　

（敬称略）

「第 17 回茨城県健康福祉祭いばらき
ねんりんスポーツ大会」　　11 月５日
　　　　　　　　　　　笠松運動公園

輪投げの部　第４位　船玉チーム

県
高
等
学
校
体
育
連
盟
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
専
門
部
優
秀
選
手
賞  

川
嶋
　
伶

　（
岩
瀬
日
本
大
学
高
等
学
校
）（
横
島
）

優　勝　ニューコンドルズ
準優勝　NCポパイ
第３位　下寺野シャークス　伊佐西ファイターズ

　　筑西市ソフトボール協会下館支部秋季大会
　　　　　　　　　　　９月９日〜市営球場他
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わが家のアイドル

ちゃん戸
と む ら

村  暦
こ よ み

花
２ （旭町）  月  日生 ３

ちゃん松
まつやま

山　歩
あゆむ

２ （上中山）  月  日生 １
ちゃん中

なかさと

里　葵
あおい

２ （幸町一丁目）  月  日生２
ちゃん大

おおうち

内  架
か り ん

凛
２ （海老ヶ島）  月  日生 1

ちゃん山
やまかわ

川  ゆら
２ （稲荷町）  月  日生 ３ ２ （下川島）  月  日生４

岩
いわもと

本  那
な お

桜ちゃん

ちゃん坂
さ か い

井  寿
じ ゅ り

瑠
２ （藤ケ谷）  月  日生 ４

くん萩
はぎわら

原  颯
そ う た

汰
２ （大島）  月    日生28

くん石
い し い

井  遥
は る と

都
２ （本城町）  月    日生28

くん大
お お く ぼ

久保 颯
そ う た

太
（桑山）２  月    日生29

ちゃん岩
い わ み

見 真
ま き あ

妃彩
２ （西町）  月    日生25

ちゃん大
お お く ぼ

久保 朱
し ゅ な

南
2 （東石田）  月    日生25

くん舘
た て の

野  優
ゆうせい

誠
2 （下郷谷）  月    日生25

ちゃん宮
みやじま

島  芽
め い

生
（一本松）２  月    日生26

ちゃん浅
あ さ の

野  芽
め い

衣
（みどり町）２  月    日生24

２ （直井）  月  日生 ８
飯
いいじま

島  綺
き り

梨ちゃん ちゃん新
あ ら い

井 すみれ
（柴山）２  月    日生12２ （門井）  月  日生 ８

くん深
ふ か や

谷  志
し お ん

穏 くん水
みずこし

越  啓
け い た

太
２ （田中町）  月  日生 ９

くん市
いちつか

塚  朔
さ く

空
２ （市野辺）  月    日生14

くん内
う ち だ

田  莉
り お と

都
２ （市野辺）  月    日生14

ちゃん大
おおはし

橋  妃
ひ な り

莉
（横塚）２  月    日生20

くん岡
おかもと

本　樹
いづき

（海老ヶ島）２  月    日生21
くん司

し だ い

代  航
こ う し

崇
（本城町）２  月    日生21

ちゃん中
なかがわ

川  心
み ゆ

結
（上野）２  月    日生21

くん石
いしかわ

川  雄
ゆ う た

太
（伊佐山）２  月    日生22

くん生
おいぬま

沼  朔
さ く

空
（女方）２  月    日生14

くん大
お お き

木  悠
ゆ う と

睦
２ （海老ヶ島）  月  日生 ６

　平成 24年４月生まれ
のお子さんの写真を募集
しています。写真裏面に

①お子さんの氏名・ふりがな・生年
月日・性別②保護者氏名・郵便番号・
住所・電話番号を明記し、２月 28
日（木）までに広報広聴課へ。

柴
しばやま

山 瑠
る り か

莉佳ちゃん
２ （下江連）  月  日生 ６

ちゃん武
た け い

井  沙
さ な

和
２ （押尾）  月  日生 ６

向
むこうだ

田  彩
あ や か

夏ちゃん
２ （岡芹）  月  日生 ６

小
こ む ろ

室  真
さなむね

心くん
２ （小塙）  月  日生 ７

ちゃん石
いしかわ

川  瑠
る あ

愛
２ （門井）  月    日生26

２ （市野辺）  月    日生29
ちゃん宮

み や た

田  美
み う

優
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６年生が描くぼくの未来・わたしの未来

村
田
小
学
校

竹
島
小
学
校

児
童
数　

２
５
５ 

人

わ れち
せい

らく
っこ

マイ・ドリーム

※氏名は敬称略

　

私
の
夢
は
、
日
本
と
外
国

と
の
交
流
を
深
め
る
通
訳
者

で
す
。
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
で
通

訳
を
し
て
、
日
本
を
深
く
正

確
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

僕
の
夢
は
、
空
手
道
が
五

輪
の
正
式
種
目
に
な
り
、
選

手
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
で

す
。
金
メ
ダ
ル
を
取
り
み
ん

な
に
感
動
を
与
え
た
い
で
す
。

　

私
の
夢
は
、
テ
レ
ビ
番
組

を
作
る
人
に
な
る
こ
と
で

す
。
面
白
い
番
組
や
役
に
立

つ
番
組
を
作
り
、
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
で
す
。

　

僕
の
夢
は
、
警
察
官
に
な

る
こ
と
で
す
。
犯
罪
を
無
く

し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
平
和
な
社
会
に
な
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

大
おおみや

宮　昇
しょうご

悟 瀬
せ ば た

畑　紗
さ き

希

箱
はこいし

石　雪
ゆ き な

菜

飯
いいずみ

泉　海
か い と

人

尾
お み

見　謙
けんすけ

介

渡
わたなべ

辺 日
ひ な こ

菜子

大
お お き

木　七
な な こ

虹

小
お じ ま

嶋　渉
しょうた

太

青
あ お き

木　花
は な え

恵

　

僕
の
夢
は
、
公
務
員
に
な

る
こ
と
で
す
。
市
役
所
で
働

き
、
１
人
で
も
多
く
の
市
民

の
手
助
け
を
し
た
い
か
ら
で

す
。

　

私
の
夢
は
、
農
業
を
や
る

こ
と
で
す
。
み
ん
な
が
お
い

し
い
と
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ

る
野
菜
を
、
た
く
さ
ん
作
っ

て
み
た
い
で
す
。

　

僕
の
夢
は
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
で
す
。
毎
日
練
習

を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
中

学
校
で
も
勉
強
と
サ
ッ
カ
ー

を
両
立
し
た
い
で
す
。

　

私
の
夢
は
、
弁
護
士
で

す
。
困
っ
て
い
る
人
の
相
談

に
の
っ
た
り
、
罪
を
犯
し
た

人
が
立
ち
直
る
手
助
け
を
し

た
り
し
た
い
で
す
。

　

私
の
夢
は
、
獣
医
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
病
気
や
け
が

に
苦
し
む
動
物
を
、
１
匹
で

も
多
く
助
け
て
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
た
い
で
す
。

　

僕
の
夢
は
、
警
察
官
に
な

る
こ
と
で
す
。
市
民
の
暮
ら

し
を
守
り
、
み
ん
な
か
ら
信

頼
さ
れ
る
警
察
官
に
な
り
た

い
で
す
。

児
童
数　

１
７
１ 

人

上
う え の

野　悠
ゆ う た

太
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　成人・卒業を迎えた若い人たちに読
んでもらいたい本を展示・貸出中です。
▶期間＝２月 20 日（水）まで開催中
▶場所＝中央図書館１階カウンター前

①図書館の本は様々な人が読
みますので、書き込みをした
り折り目をつけたりしないでください。
　もし破いたり、絵や文字の書き込み
をしてしまった場合は、そのままの状
態にし、返却の際にお知らせください。

図書館へ行こう今月のおすすめ本

図書館イベント情報

中

明

央

野

図

書図 館

書 館 ☎２４−３５３０　　下岡崎１−１１−１　　開館時間 10：00 〜 18：00

☎５２−２４６６　　海老ヶ島２１２０−７　　開館時間 10：00 〜 18：00

　ブックスタート・スタッフのみなさ
んが赤ちゃん向け絵本の読み聞かせを
します。▶日時＝２月 14 日（木）午
後１時 30 分～３時　▶場所＝中央図
書館おはなしコーナー

▶２月 10 日（日）＝『ジャック・フ
ロスト』『てぶくろ』
▶２月 17 日（日）＝『おばあちゃん
のたんじょうび』『ゆきだるま』
▶時間＝両日とも午後２時〜
▶場所＝明野図書館児童室

『オニたいじ』（児童書） 『ないしょでんしゃ』（児童書）
森絵都／作　竹内通雅／絵

【福音館書店】

　 こ ね こ の ハ リ ー
は、おでかけするお
母さんが帰ってくる
まで、ブルスターさ
んの家で待っている
ことになりました。
　ハリーはとても悲
しくなってしまいま
す。

　「オニはそと。ふ
くはうち」まめが
飛び出すと、お面
をつけたオニは逃
げ出した。どうせ
なら、本物のオニ
を退治するぞ！と
小さなまめたちは
飛び出しました。

ト

　腹が痛くなっ
たととさん。「腹
の中のむしのせ
い」だと言われ
てカエルを飲ん
だ。 す る と 腹 痛
は治ったが、腹の中がぺたらくたら気持ち
悪い。今度はヘビを…節分のおはなし。

２月の休館日
中央図書館…４・18・25 日㊊
　　　　　　12 日㊋、21 日㊍
明野図書館…４・18・25 日㊊
　　　　　　12 日㊋、28 日㊍
※ 11 日㊗は両館とも開館します！

『少年弁護士セオの事件簿３ 消えた被告人』

　ロッカーあらし、オ
フィス襲撃、窃盗容疑
と、様々な容疑をかけ
られた 13 歳のセオ。
無実を証明するには？ 

『ペリカン文書』のグリ
シャムによるジュニア
向け法廷ミステリー。

ジョン・グリシャム／作
石崎洋司／訳

②貸出用手さげ
袋を借りたまま
の人は、図書館
までお返しくだ
さい。
　本を多く借りる場合は、あらかじめ
手さげ袋を用意していただけると助か
ります。ご協力お願いします。

● 赤ちゃん向け絵本読み聞かせ

● 明野図書館　おはなし会

● 企画展「フレッシュなあなたに！」

● 図書館からのお願い

『まっててねハリー』（児童書）

【ブティック社】

　恵方巻のほか、切
り口が花や動物の模
様になる「デコ巻き
ずし」の作り方を写
真付きで解説してい
ます。節分の他、季
節の行事やお誕生会、
お弁当にも使えます。

メアリー・チャルマーズ／作　おびかゆうこ／訳

【岩崎書店】

薫くみこ／作　かとうようこ／絵

【金の星社】

　春がきて雪が
とけるまで、もり
のてつどうはお
休みです。おおそ
うじを終えて、駅
長さんが座席で
いねむりしてい
ると…。楽しいし
かけ絵本です。 【ひさかたチャイルド】

たくさんの人が気持ちよく利用
できるよう、ご協力ください。

『作って楽しい!食べておいしい!!巻きずし』
かわいいデコ巻きずし & おいしい恵方巻き

『かえるをのんだととさん』
（こどものとも絵本）

飾巻子／著日野十成／再話　斎藤隆夫／絵

【福音館書店】
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12
月
17
日
、
下
館
小
学
校
で
、「
筑
西
き
む
ち
」
を
使
っ

た「
筑
西
き
む
ち
ピ
リ
辛
ス
ー
プ
」が
、地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
給
食
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
筑
西
き
む
ち
」
は
筑
西
市
産
の
梨
の
ペ
ー
ス
ト
、
酒
粕

が
入
っ
て
い
る
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
（
漬
け
だ
れ
）
を
使
っ
て
い

る
た
め
、
市
販
の
キ
ム
チ
に
比
べ
て
味
が
ま
ろ
や
か
な
の

が
特
徴
で
す
。 

　
そ
の
た
め
、
辛
い
も
の
が
苦
手
な
児
童
か
ら
も
、「
キ
ム

チ
の
味
は
す
る
け
ど
、
辛
す
ぎ
な
く
て
ま
ろ
や
か
で
お
い

し
い
」
と
大
好
評
で
し
た
。
低
学
年
の
生
徒
も
「
ぼ
く
は

お
か
わ
り
も
し
た
よ
！
」
と
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
「
筑
西
き
む
ち
」
を
通
し
て
、
筑
西
市
内

で
と
れ
る
野
菜
を
知
っ
た
り
口
に
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。 

　

特
産
品
開
発
部
会
で
は
、

今
後
も
市
内
小
中
学
校
へ
地

産
地
消
給
食
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
提
供
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
に
筑
西
市
の
特
産
品
「
筑

西
き
む
ち
」
を
味
わ
っ
て
も

ら
う
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問い合わせ
■
筑
西
き
む
ち
に
つ
い
て
…
筑
西
き
む
ち
協
議
会
事
務
局
長

　
勝
田　
☎
０
９
０

−

８
７
４
７

−

６
４
６
６

■
ち
く
せ
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス（
観
光
課
内
）☎
54

−

７
０
１
３

■
ち
っ
く
タ
ッ
グ
に
つ
い
て
…
企
画
課　
☎
内
線
４
９
０

ち
く
っ

タ

グ
ッ

通信
１7

筑
西
き
む
ち
で
地
産
地
消

『
筑
西
き
む
ち
の

ピ
リ
辛
ス
ー
プ
』

17



▼
対
象
＝
東
日
本
大
震
災
及
び
昨
年

５
月
の
竜
巻
に
よ
り
、
重
複
し
て
住

家
（
実
際
に
住
ん
で
い
る
家
）
に
被

害
（
両
被
害
で
重
複
し
て
住
家
が
一

部
損
壊
以
上
）
を
受
け
た
世
帯
で
、

竜
巻
に
よ
る
住
家
補
修
等
に
20
万
円

以
上
の
費
用
を
要
し
た
世
帯

※
竜
巻
被
害
は
範
囲
の
指
定
あ
り
。

※
借
家
、貸
家
、納
屋
、塀
等
を
除
く
。

※
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
を
受
け

た
場
合
を
除
く
。

▼
申
請
期
限
＝
２
月
28
日
（
木
）
ま

で
で
す
の
で
、
お
済
み
で
な
い
場
合

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
見
舞
金
額
＝
10
万
円
（
被
害
状
況

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▼
持
参
品
＝
❶
【
竜
巻
関
係
】
住
家

の
り
災
証
明
書
（
平
成
24
年
６
月
30

日
ま
で
の
も
の
）
と
、
竜
巻
に
係
る

住
家
の
修
繕
等
に
要
し
た
費
用
の
領

収
書（
20
万
円
以
上
の
も
の
）❷【
東

日
本
大
震
災
関
係
】
次
の
い
ず
れ
か

…
住
家
の
り
災
証
明
書
／
保
険
会
社

の
保
険
金
（
住
家
被
害
）
の
支
払
通

知
書
／
震
災
に
係
る
住
家
の
修
繕
に

要
し
た
費
用
の
領
収
書
（
20
万
円
以

上
の
も
の
）
※
い
ず
れ
も
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
も
の

❸
通
帳
の
写
し
（
フ
リ
ガ
ナ
の
あ
る

部
分
）
❹
印
鑑

申
問
社
会
福
祉
課　

内
線
２
６
４

　

水
道
管
の
凍
結
破
損
に
よ
る
漏
水

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

屋
外
の
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や

日
の
当
ら
な
い
北
側
、
ま
た
風
通
し

の
良
い
場
所
は
特
に
凍
結
し
や
す
い

の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

給
水
装
置
は
お
客
様
個
人
の
所
有

物
で
あ
り
、
破
損
の
修
理
は
お
客
様

の
費
用
負
担
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

生
活
に
多
く
の
不
便
が
生
じ
ま
す
。

　
「
水
道
管
に
保
温
材
や
布
類
を
巻

く
」、「
水
抜
き
を
す
る
」
な
ど
、
凍

結
対
策
を
工
夫
し
、
ご
家
庭
の
水
道

管
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
水
道
業
務
課  

☎
22

−

０
５
０
１

Information

暮らしの

情報

本庁
☎ 0296-24-2111（代表）

筑西市下中山 732 番地１

関城支所
☎ 0296-37-6111（代表）

筑西市舟生 1040 番地

明野支所
☎ 0296-52-1111（代表）

筑西市海老ヶ島 1300 番地

協和支所
☎ 0296-57-2511（代表）

筑西市門井 1962 番地 2

2013

案

内

▶防災行政無線で放送した内容
を再度聞くことができます。
問消防防災課  ☎内線３６８・３６９

０１２０−０２９６−９９
フリーダイヤル

防 　 災 　 無 　 線
再 応 答 サ ー ビ ス

竜
巻
被
害
見
舞
金
申
請
期

間
終
了
の
お
知
ら
せ

水
道
管
の
凍
結
破
損
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

2.１

２ 月 の納期

納期限：２月28日（木）

後期高齢者医療保険料（８期）
問医療保険課　内線２４０・２５２

国民健康保険税（８期）
問医療保険課  内線２４１

介護保険料（６期）
問介護保険課  内線２２２

　合併浄化槽設置費補助金の受付を、平成 25 年
度から「抽選方式」に変更し、年２回実施します。

項目 第１回目 第２回目

仮受付
期間

４月１日（月）
〜 15 日（月）

対象：浄化槽設置
工事着工予定が８
月 31 日まで

４月 22 日（月）
〜９月 20 日（金）

対象：浄化槽設置工
事完了が平成 26 年
２月 28 日まで

申請者：本人又は家族、代理申請業者

抽選会 ４月 21 日（日）
午後１時〜

９月 29 日（日）
午後１時〜

抽選人 本人又は家族（代理申請業者は入室のみ）
補助金申請
受付期間

４月 22 日（月）
〜６月 21 日（金）

９月 30 日（月）
〜 11 月 29 日（金）

問下水道業務課　☎２２−０５０３

合併浄化槽設置費補助金の受付を
『 抽 選 方 式 』 に 変 更 し ま す

●詳細は『ピープル』３月１日号でお知らせします。

補  助  金  額
①霞ヶ浦流域外（通常型）…５人槽 294,000 円
　７人槽 342,000 円　／　10 人槽 459,000 円
②霞ヶ浦流域内（高度処理型）…５人槽 664,000 円
　７人槽 702,000 円　／　10 人槽 752,000 円
※単独浄化槽を撤去する場合、上記に加えて９万円が補助

18



会
で
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
２
年
目
に
提
言
を
ま
と
め
る
。

▼
任
期
＝
２
年　

▼
募
集
人
員
＝
12

〜
16
人　

▼
資
格
＝
県
内
在
住
者　

※
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
議
員
、

常
勤
の
公
務
員
、
過
去
４
年
以
内
に

明
日
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員
経

験
者
は
除
く　

▼
応
募
方
法
＝
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か　

▼

応
募
期
限
＝
２
月
28
日
（
木
）
ま
で

申
問
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
福

祉
課
（ 

二
木
成
６
１
５
）　

☎
24

−

９
０
７
４ 

FAX
24

−

２
３
５
７ 

メールnishise01@
pref.ibaraki.lg.jp

▼
活
動
内
容=

①
県
の
主
要
事
業

や
施
設
等
を
取
材
し
県
広
報
紙
で
発

＝
２
月
13
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
正

午　

▼
場
所
＝
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
明
野

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

問
農
政
課　

☎
20

−

１
１
６
１

Ｊ
Ａ
協
和
支
店
営
農
経
済
課　

☎
57

−

４
１
３
３
／
Ｊ
Ａ
明
野
支
店
営
農

経
済
課　

☎
52

−

１
４
２
１

　
▼
活
動
内
容
＝
月
１
回
程
度
の
委
員

　

２
月
８
日
（
金
）
に
、
平
成
24
年

10
月
か
ら
25
年
１
月
ま
で
の
４
か
月

分
の
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

個
別
に
支
払
い
の
通
知
は
し
ま
せ

ん
の
で
、通
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
入
金
の
時
間
帯
は
金
融
機
関
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
各
金
融
機
関
に

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課　

内
線
２
５
６

両
日
と
も
農
ビ
・
農
ポ
リ
同
日
収
集

【
協
和
】▼
収
集
日
＝
２
月
７
日（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

▼
場
所
＝

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
協
和
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー　
【
明
野
】
▼
収
集
日

表　

②
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情
報
発
信　

③
会
議
等
に
出
席　

▼
任
期
＝
４
月

か
ら
１
年
間　

▼
募
集
人
員
＝
４
人

▼
応
募
資
格=

①
県
内
在
住
の
満
20

歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）
の
女
性

②
公
務
員
、
議
会
の
議
員
で
な
い
人

③
平
日
の
取
材
が
可
能
で
自
分
で
取

材
先
に
移
動
で
き
る
人　

▼
謝
礼
等

＝
年
間
12
万
円　

▼
申
込
み
＝
応
募

用
紙
を
県
庁
・
県
民
セ
ン
タ
ー
・
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
し
、
郵
送
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ　

▼
応
募
期
限 =

２
月

25
日
（
月
）
当
日
消
印
・
送
信
有
効

申
問
県
広
報
広
聴
課

☎
０
２
９

−

３
０
１

−

２
１
２
８

募

集

児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
収
集
日
程

■地域包括支援センター

■在宅介護支援センター

　地域の高齢者のみなさんが安心して元気に暮ら
せるよう介護予防に関する事業を実施していま
す。高齢者についての困ったことや心配ごとは何
でもご相談ください。ご自宅へお伺いもします。

　高齢者に関する地域の身近な相談窓口です。高
齢者についてお困りのことは、365 日（24 時間）
総合的に対応します。

【相談時間】
①窓口…平日　午前９時〜午後５時
②電話…休日・夜間も受付します。

【相談時間】平日  午前８時 30 分〜午後５時 15 分

施　設　名 住所・電話番号

おばやし在宅介護支援センター
（老健施設　ごぎょうの里内）

小林４６７−１
☎２５−５７１３

（休日・夜間は
０９０−１５４２−６６８２）

敬心苑在宅介護支援センター
（老福施設　敬心苑内）

野殿１５９５−３
☎２５−６８８６

しらとり在宅介護支援センター
（老福施設　しらとり内）

上平塚５９０−１
☎２８−１２７７

中館在宅介護支援センター
（三岳荘小松崎病院内）

中舘６９−１
☎２５−６１５５

関城在宅介護支援センター
（大圃病院内）

木戸３５２
☎３７−７７９７

明野在宅介護支援センター
（明野農村環境改善センター内）

新井新田４１−２
☎５２−５３０８

協和在宅介護支援センター
（老福施設　県西せいかん荘内）

蓬田２４１
☎５７−６５３１

施　設　名 住所・電話番号

筑西市地域包括支援センター
（市高齢福祉課内）

下中山７３２−１
☎２４−２１１１

内線２１８・２１５
☎２４−２１１５（直通）

※２月１日から

問高齢福祉課　内線２１５

高齢者の総合相談窓口
※秘密厳守

い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
募
集

在宅高齢者福祉サービス

※
放
射
線
対
策
の
た
め
、
搬
入
前
に

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
洗
浄
が
必

要
で
す
。
洗
浄
し
て
い
な
い
も
の
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
１
月

下
旬
送
付
の
登
録
者
宛
通
知
を
ご
覧

に
な
る
か
、
左
記
ま
で
。

25
年
度
県
西
地
域
明
日
の

地
域
づ
く
り
委
員
募
集

鮭
の
稚
魚
放
流
会

【
主
催
：
鬼
怒
川
小
貝
漁
業
協
同
組
合
】

２
月
２
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

場
所
：
鬼
怒
小
貝
漁
業
協
同
組
合

（
鬼
怒
川
新
川
島
橋
下
・
日
立
化
成
体
育
館
隣
）

内
容
：
鮭
の
稚
魚
放
流
、
鮭
の
生
態

の
お
話
、
豚
汁
無
料
配
布
ほ
か

問
鬼
怒
川
を
愛
す
る
会　
中
澤

☎
28

−

２
２
０
１

【
主
催：し
も
だ
て
紫
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
】

２
月
10
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
（
受
付
は
９
時
30
分
〜
）

場
所
：
勤
行
緑
地
（
中
館
観
音
寺
東
）

内
容
：
鮭
の
稚
魚
２
万
匹
放
流
、
河

川
清
掃
、
や
き
そ
ば
無
料
配
布

持
参
品
：
バ
ケ
ツ
、
長
靴

問
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
つ
た
や

　
☎
24

−

８
１
８
１

19

鮭
の
旅
立
ち
を
お
手
伝
い
し
ま
せ
ん
か
♪



▼
日
時
＝
２
月
15
日
（
金
）
午
後
１

時
～
３
時
30
分　

▼
対
象
＝
１
歳
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族　

▼
場

所
＝
明
野
保
健
セ
ン
タ
ー
（
あ
け
の

元
気
館
内
）
▼
持
参
品
＝
母
子
健
康

手
帳
、
飲
み
物

申
問
健
康
づ
く
り
課
☎
22

−

０
５
０
６

【
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
該
当
事
業
】

今
年
度
11
回
目
。
▼
演
題
＝
曹
洞
宗

開
祖
道
元　

▼
講
師
＝
宮み
や
も
と本

朔さ
く
お夫

氏

（
元
下
館
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

▼
日
時
＝
２
月
19
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ペ
ア
ー
ノ
）

▼
定
員
＝
50
人
程
度　

▼
参
加
費
＝

５
０
０
円（
資
料
、会
場
借
料
等
実
費
）

▼
申
込
期
限
＝
当
日
午
前
中
ま
で

申
問
き
ら
め
く
筑
西
市
民
の
会

鳥
生　

☎
FAX
20

−

３
３
８
６　

☎
０
８
０

−

１
０
９
０

−

５
７
４
８

【
市
民
ウ
ォ
ー
ク　
２
月
３
日
（
日
）】

▼
集
合
＝
関
城
体
育
館
前
午
前
８
時

【
さ
わ
や
か
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
ま

た
は
宝ほ
う
き
ょ
う
さ
ん

篋
山
ハ
イ
ク  

２
月
10
日

（
日
）】
▼
集
合
＝
関
城
体
育
館
前
午

前
８
時　

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

（
宝
篋
山
の
み
）

【
真
壁
ひ
な
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク　
２

月
24
日
（
日
）】
▼
集
合
＝
真
壁
第

一
体
育
館
前
午
前
９
時
30
分　

▼
参

加
費
＝
５
０
０
円

【
筑
波
山
ハ
イ
キ
ン
グ  

毎
週
金
曜

日
】
３
時
間
か
け
ゆ
っ
く
り
登
り
ま

し
ょ
う
。
▼
集
合
＝
筑
波
山
神
社
前

午
前
９
時　

※
現
地
が
登
下
山
予
定

時
間
帯
に
降
雨
予
報
の
場
合
中
止

申
問
筑
西
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
合
会

鳥
生　

☎
FAX
20

−

３
３
８
６　

☎
０
８
０

−

１
０
９
０

−

５
７
４
８

◆
１
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者
対
象

　

現
行
の
「
地
域
防
災
計
画
」
に
つ

い
て
、
国
・
県
地
域
防
災
計
画
の
改

定
内
容
、
東
日
本
大
震
災
の
検
証
な

ど
を
踏
ま
え
、
よ
り
実
践
的
か
つ
効

果
的
な
計
画
と
す
る
た
め
改
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
改
定
素
案
に
対

す
る
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
素
案
の
公
開
・
意
見
募
集
期
間
＝

１
月
28
日
（
月
）
～
２
月
14
日
（
木
）

▼
閲
覧
場
所
＝
消
防
防
災
課
、
各
支

所
、
ち
く
せ
い
市
民
協
働
ま
ち
づ
く

り
サ
ロ
ン
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
意
見
提
出
方
法
＝
指
定
の
様
式

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
直
接
持
参
・
郵
送
・
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
提
出

申
問
消
防
防
災
課　

内
線
３
６
８

FAX
22

−

５
７
９
０

メールbosai@
city.chikusei.lg.jp

音
楽
で
遊
び
な
が
ら
子
ど
も
の
持
つ

能
力
を
引
き
出
し
ま
す
。
▼
日
時
＝

２
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室　

▼
対

象
＝
幼
児
〜
小
学
２
年
生
と
そ
の
保

護
者　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
持
参

品
＝
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

▼
申
込
期
限
＝
２
月
21
日
（
木
）
ま
で

申
問
協
和
公
民
館 

☎
57

−

２
５
１
５

♪
対
象
＝
幼
児
・
児
童
・
保
護
者
♪

【
夢
く
ら
ぶ
】
▼
日
時
＝
２
月
９
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時　

▼
場
所
＝
関
本
公

民
館
図
書
室

問
小
川　

☎
37

−

３
７
２
９

【
読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫
】
▼
日
時

＝
２
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

問
飯
山　

☎
57

−

６
７
８
２

【
野
ば
ら
の
会
】
▼
日
時
＝
２
月
16
日

（
土
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
中
央
図

書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

問
菅
原　

☎
28

−

６
６
５
１

【
あ
す
な
ろ
の
会
】
▼
日
時
＝
２
月
24
日

（
日
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
中
央
図

書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

問
手
面　

☎
24

−

４
５
４
７

【
協
和
お
は
な
し
会
】
▼
日
時
＝
２
月
26

日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

問
岩
渕　

☎
57

−

４
４
９
８

読 み 聞 か せ

市
地
域
防
災
計
画
改
定
素
案

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ

る
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

歴
史
講
話
（
筑
西
市
史
を

中
心
に
㉒
）
参
加
者
募
集

楽
し
い
育
児
学
級

フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ

▶対象＝市内居住のおおむね 65歳以上の在宅の寝たきり
又は認知症高齢者を介護している家族や近隣の援助者等
▶定員＝各地区 20人（どの地区でも参加可）
▶申込期限＝各会場の開催日１週間前まで（先着順）

家族介護リフレッシュ教室　参加者募集

以下❶日時  ❷場所  ❸内容
　　　　　  ❶ ３ 月 ６ 日

（水）午前 10 時～午後１時
❷ し も だ て 地 域 交 流 セ ン
タ ー 和 室　 ❸ 講 話 と マ ッ
サージ体験「介護者の体調
管理の方法」、意見交換ほか
申問中館在宅介護支援セン
ター（斉藤）☎２５－６１５５
　　　　　 ❶３月７日（木）
午前 10 時～午後１時 30 分
❷県西生涯学習センター小講
座室１　❸体験「クラフト
テープで小物作り」、意見交換
申問敬心苑在宅介護支援センター

（飯塚・為我井）☎２５−６８８６
　　　　  ❶２月 21 日（木）
午前 10 時 30 分～午後１時
❷大圃病院会議室　❸講話

「悪質商法の被害にあわない
ために対処法を知ろう」、意

見交換
申問関城在宅介護支援セン
ター大圃病院（下条）☎３７－
７７９７
　　　　  ❶２月 22 日（金）
午前 10 時～午後０時 30 分
❷明野老人福祉センター教
養 娯 楽 室　 ❸ 講 話 と マ ッ
サージ体験「健康増進につ
いて」、意見交換
申問明野在宅介護支援センター

（櫻井・山口）☎５２－５３０８
　　　　  ❶３月２日（土）
午前 11 時～午後２時　❷協
和ふれあい健康プラザ健康
増進室　❸講話「介護保険
改正どう変わる老後のくら
し」、意見交換
申問協和在宅介護支援セン
ター県西せいかん荘（三浦・
野川）☎５７－６５３１

下館地区１

下館地区２

関城地区

明野地区

協和地区
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飾
品
等
）
▼
持
参
品
＝
写
真
約
20
枚

【
場
所
＝
関
城
保
健
セ
ン
タ
ー
】

①
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
『
初
め
て
の
集

団
生
活
（
入
園
）』（
子
連
れ
可
）
▼

開
催
日
＝
２
月
４
日
（
月
）
午
前
10

時
30
分
開
会
（
受
付
は
10
時
〜
）
▼

定
員
＝
15
組　

▼
費
用
＝
１
０
０
円

②
『
０
歳
１
歳
児
交
流
会
』
▼
開
催

日
＝
２
月
６
日
（
水
）

③
『
英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
』
▼
開
催
日

＝
２
月
20
日
（
水
）
▼
定
員
＝
15
組

④
『
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
』
生

後
２
か
月
〜　

▼
開
催
日
＝
２
月
25

日
（
月
）
▼
定
員
＝
10
組　

▼
費
用

＝
８
０
０
円　

▼
持
参
品
＝
バ
ス
タ

オ
ル
・
タ
オ
ル
各
１
本
、
飲
料
水

⑤
『
子
育
て
広
場
』
▼
開
催
日
＝
２

月
８
日
・
22
日
（
金
）、
27
日
（
水
）

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
な
ご
み 

北
原

☎
０
９
０

−

８
８
１
６

−

９
９
９
６

　

ゴ
ム
製
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

▼
日
時
＝
３
月
３
日
（
日
）
午
前
９

時
開
会　

▼
場
所
＝
協
和
の
杜
体
育

館　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

（
試
合
は
５
人
制
で
男
子
を
２
人
以
内

含
む
）
▼
参
加
費
＝
１
，
０
０
０
円

▼
申
込
期
限
＝
２
月
15
日
（
金
）
ま
で

申
問
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

藤
木
０
９
０

−

８
９
４
２

−

９
１
３
５

仁
平
０
９
０

−

２
４
６
１

−

４
５
４
７

◆
定
員
＝
各
30
組
程
度　
◆
参
加
費

＝
１
組
２
０
０
円
（
保
険・昼
食
込
）

【
１
年
間
の
ま
と
め
「
マ
マ
抱
き
し

め
て
」
お
ひ
な
さ
ま
つ
く
り
】

▼
日
時
＝
２
月
13
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時　

▼
場
所
＝
協
和
多

目
的
研
修
セ
ン
タ
ー　

▼
申
込
期
限

＝
２
月
10
日
（
日
）
ま
で

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

協
和
支
部　

中
島
☎
57

−

６
６
５
７

☎
０
８
０

−

１
０
３
６

−

８
６
６
３

【
ひ
な
ま
つ
り
（
桃
の
節
句
親
子
で

手
作
り
お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
）】▼
日
時
＝
２
月
20
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時　

▼
場
所
＝

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼

申
込
み
＝
２
月
14
日
（
木
）
ま
で

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

下
館
支
部　

野
澤
☎
24

−

８
３
８
３

◆
時
間
は
全
て
午
前
10
時
〜
正
午

◆
関
城
会
場
②
⑤
以
外
は
要
予
約
。

【
場
所=

つ
く
し
保
育
園
学
童
ル
ー
ム
】

①『
タ
イ
式
ヨ
ガ
教
室
』（
子
連
れ
可
）

▼
開
催
日
＝
２
月
13
日
（
水
）
▼
定
員

＝
10
組　

▼
費
用
＝
８
０
０
円　

▼

持
参
品
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
バ
ス
タ

オ
ル
、
飲
料
水
、
動
き
や
す
い
服
装

②『
ア
ル
バ
ム
カ
フ
ェ
』（
子
連
れ
可
）

▼
開
催
日
＝
２
月
15
日
（
金
）
▼
定

員
＝
10
組　

▼
費
用
＝
８
０
０
円（
装

母
親
支
援
・
子
育
て
支
援

ＡＳＫスポーツクラブ館西
《バドミントン、卓球、ビーチボールバレー
の軽スポーツ、バランスボール教室、太極
拳教室に参加しませんか？》

【日時】２月 14・21・28 日（木）、15・22
日（金）午後 7 時〜　【場所】下館総合体育
館　【年会費】小・中学生 4,000 円　高校生・
一般 5,000 円（保険料含む）　【持参品】体
育館用シューズ、運動のできる服装
申問ＡＳＫスポーツクラブ館西事務局
　　（下館総合体育館内）☎２８−５０４０

★
印
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
は
、『
た
ま
り
場
・
た

ろ
う
（
甲
67
）』
で
開
催
し
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
お
勝
手
ラ
ン
チ
】
す
べ
て
の

世
代
の
ほ
っ
と
ひ
と
息
サ
ロ
ン　

▼
日
時

＝
２
月
２
・
９
・
16
日
（
土
）
午
前
11
時
30

分
～
午
後
３
時　

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円

【
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
ゃ
べ
っ
た
り
】

絵
本
・
エ
ッ
セ
ー
・
新
聞
記
事
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
井
戸
端
会
議　

▼
日
時
＝
２

月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円

【
ア
キ
ラ
の
説
法
か
ふ
ぇ
】
▼
日
時
＝
２

月
13
・
27
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時　

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円

【
筆
遊
び
教
室
】▼
日
時
＝
２
月
23
日（
土
）

午
後
２
時
～
４
時　

▼
参
加
費
＝
１
，

３
０
０
円

【
★
昭
和
の
歌
声
移
動
カ
フ
ェ
】
▼
日
時

＝
２
月
24
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時　

▼
場
所
＝
レ
ス
ト
ー
レ
筑
西（
菅
谷
）

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円

問
小
松
﨑  

☎
０
９
０

−

１
７
９
７

−

３
０
４
５

♪　た　ま　り　場　楽　校　♪
た
ま
り
場
の
お
ひ
な
さ
ま
に

会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。
た
ま

り
場
楽
校
開
催
日
に
、
南
隣
の

石
段
と
店
内
に
並
べ
ま
す
。

消 防 団 員  募 集

第
４
回
男
女
混
合
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　消防団は、それぞれ仕事を持ちながら、「自分の地域は自分で
守る」という使命のもと、地域の安全・安心を守るために活躍し
ている人たちが集まる消防機関の一つです。大震災など災害時に
は、地域の防災リーダーとして幅広い活動を行っています。
　　　　火災予防や広報活動、地域の防災行動力を高めるた
めに初期消火訓練・救助などの住民指導、地域行事での警戒、
災害時消防隊と連携した消火活動、現場での広報・警戒活動
　　　　年間一定の報酬額を支給。災害や訓練に出動した場
合に手当支給。５年以上勤務し退団した場合は退職金報償金
支給。活動中に負傷した場合は、補償制度が有り。活動に必
要な制服などを貸与。功労、功績によって表彰が有り。
　　　　市内在住又は在勤の 18 歳以上の健康な人
　　　　お近くの消防分団又は消防防災課まで

活 動

資 格
応 募

待 遇

女性消防団員は、今後ますます必要とされる存在です。
女性の優しさや細やかな配慮を活かした活躍が地域と
のつながりをさらに深めてくれると期待しています。

女 性 消 防
団 員 募 集
　　　　高齢者世帯の防火診断・指導、応急手当普通救命講
習会の開催、広報車による市内一円の防災広報活動
　　　　年額報酬・退職報償金・出動手当支給。活動中に負
傷した場合は、補償制度が有り。活動に必要な制服などを貸与。
　　　　市内在住又は在勤の 18 歳以上の健康な人（女性）
　　　　　 ２月 28 日（木）まで　　　　　　   若干名

活 動

資 格
応募締切 募集人員

待 遇

申問消防防災課　内線３６８・３６９
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▼
日
時
＝
２
月
28
日
（
木
）
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
県

西
総
合
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
体
育

室　

▼
講
師
＝
佐さ
と
う藤

玲れ
い
こ子

氏
（
日
本

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
認
定
講
師
）
▼

持
参
品
＝
動
き
や
す
い
服
装
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
、
バ
ス
タ
オ
ル　

▼
対

象
＝
筑
西
市
・
結
城
市
・
桜
川
市
在

住
者 

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員

＝
50
人　

▼
受
付
期
限
＝
２
月
27
日

（
水
）
ま
で

申
問
県
西
総
合
公
園
管
理
事
務
所

☎
57

−

５
６
３
１

▼
日
時
＝
２
月
か
ら
毎
月
第
２
・
第

４
日
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
▼
場
所

＝
協
和
公
民
館
総
合
ホ
ー
ル

申
問
國
松　

☎
57

−

４
３
９
８

▼
日
時
＝
２
月
23
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
～　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
集
会
室　

▼
内
容

＝
①
寸
劇
『
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
』
出

演
：
女
性
と
子
供
の
人
権
を
考
え
る

市
民
団
体
「
花
づ
な
」（
神
栖
市
）

②
み
ん
な
の
写
真
講
座
～
わ
が
子
の

写
真
、
か
っ
こ
よ
く
撮
っ
て
残
そ
う

～　

講
師
：
行ゆ
き
も
と本

正ま
さ
つ
ぐ嗣

氏

※
①
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
問
市
民
協
働
課

☎
23

−

１
６
０
０
（
月
曜
休
）

Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て
～
聞

い
て
知
っ
て
動
い
て
み
よ
う
～

▼
日
時
＝
２
月
15
日
（
金
）
午
後
１

時
～
４
時　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
集
会
室
（
託
児
有

り
：
希
望
者
は
２
月
９
日
（
土
）
ま

で
に
申
込
み
）
▼
内
容
＝
①
基
調
講

演
「
古
河
市
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
」
講
師
：
池い
け
ざ
わ
け
ん

澤
健

嗣じ

氏
（
古
河
市
福
祉
総
務
課
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

パ

ネ
リ
ス
ト
：
筑
西
警
察
署
生
活
安
全

課
課
長
、
筑
西
市
民
病
院
院
長
、
藤ふ
じ

川か
わ
た
け
あ
き

武
揚
氏
（
弁
護
士
）、
市
こ
ど
も

課
課
長
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ら
い
ず
中
な
か
じ
ょ
う条

美み

智ち

子こ

代
表

申
問
市
民
協
働
課

☎
23

−

１
６
０
０
（
月
曜
休
）

　

障
害
者
の
雇
用
促
進
・
就
職
機
会

の
拡
大
を
図
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
８
日
（
金
）
午
後
１

時
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
０
時

（
昼
食
代
は
自
己
負
担
）
▼
申
込
み

＝
当
日
受
付　

▼
賞
状
・
景
品
あ
り

問
下
館
将
棋
愛
好
会

笹
澤　

☎
22

−

４
２
０
１

▼
日
時
＝
２
月
19
日
（
火
）
～
23
日

（
土
） 

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
初
日

は
正
午
〜
／
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

▼
場
所
＝
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ス
ピ

カ
６
階
）
▼
入
場
無
料

問
武
藤　

☎
28

−

１
４
２
７

▼
日
時
＝
２
月
17
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時　

▼
場
所
＝
ま
ち
づ

く
り
カ
フ
ェ
ピ
ー
チ
（
二
木
成
）
▼

講
師
＝
上う
え
の野

怜さ
と
し

氏
（
市
教
育
委
員

会
教
育
長
）
▼
定
員
＝
１
０
０
人

問
「
明
日
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
」
第

10
期
Ｏ
Ｂ
会   

古
池
☎
52

−

２
７
２
４

▼
日
時
＝
３
月
10
日
（
日
）
午
前
11

時
30
分
～
午
後
３
時
ご
ろ
（
受
付
は

10
時
30
分
～
）
▼
会
場
＝
ビ
ア
ス
パ

ー
ク
し
も
つ
ま　

▼
対
象
＝
40
歳
以

下
の
独
身
男
女　

各
15
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
男
性
６
，
０
０
０
円　

女
性
１
，
５
０
０
円

30
分
〜
）
▼
会
場
＝
結
城
市
民
情
報

セ
ン
タ
ー　

▼
持
参
品
＝
障
害
者
手

帳　

※
事
前
に
左
記
ま
で
要
申
込
。

申
問
筑
西
公
共
職
業
安
定
所

☎
22

−

２
１
８
８  

FAX
25

−

２
６
６
４

『
パ
パ
が
主
役
の
妊
婦
体
験
！
』

▼
日
時
＝
２
月
４
日
（
月
）
午
後
１

時
～
４
時　

▼
場
所
＝
明
野
保
健
セ

ン
タ
ー
（
あ
け
の
元
気
館
内
）
▼
持

参
品
＝
母
子
健
康
手
帳
・
飲
み
物

申
問
健
康
づ
く
り
課
☎
22

−

０
５
０
６

『
お
は
な
し
会
』
▼
日
時
＝
２
月
20

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午　

▼
内

容
＝
お
っ
ぱ
い
足
り
て
る
か
し
ら
？

～
母
乳
・
離
乳
食
～　

▼
講
師
＝

伊い
と
う東

厚あ
つ
こ子

助
産
師
（
小
山
自
然
育
児

相
談
所
）
▼
場
所
＝
関
城
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
藤
ケ
谷
）
▼
対
象
＝
妊

婦
さ
ん
、
子
育
て
中
の
マ
マ

※
要
予
約
、
子
連
れ
歓
迎
。
で
き
れ

ば
お
に
ぎ
り
・
お
茶
を
持
参
。

問
小
島　

☎
37

−

６
８
７
４

▼
日
時
＝
２
月
17
日
（
日
）
午
前
９

時
〜　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
１
階
集
会
室　

▼
参
加

費
＝
１
，
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
、

昼
食
代
含
む
）
※
小
学
生
以
下
無
料

の
の
は
な
自
然
育
児
の
会

障
害
者
就
職
面
接
会

第
71
回
市
民
将
棋
大
会

イ
ベ
ン
ト

Ｄ
Ｖ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

家
族
み
ん
な
で
わ
く
わ
く

フ
ェ
ス
タ

第
15
回
せ
せ
ら
ぎ
会
版
画
・

水
彩
画
展

新
春
講
演
会
「
豊
か
な
心
を

も
つ
子
ど
も
に
育
て
よ
う
」

と
き
め
き
婚
活
い
ち
ご
狩

り
パ
ー
テ
ィ
ー

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
講
座

む
ぎ
ぶ
え
コ
ー
ラ
ス
会
員
募
集

22



相談日時 ２月 15 日（金）午前 10 時〜正午
相談会場 明野農村環境改善センター（新井新田）
相 談 員 弁護士

予　　約
２月５日（火）午前９時から、社会福祉
協議会（☎ 22-5191）で電話受付開始

（市内在住の人・定員５人、受付順）

＊要予約  ＊秘密厳守・無料 法律相談 （社協）

相談日時 相談会場 予約先
２月 14 日（木）
午後１時〜３時 明野保健センター 健康づくり課

☎ 22-0506
２月 12 日（火）
午前10時〜11時

筑西保健所
筑西保健所
☎ 24-3911
（代表）２月 25 日（月）

午後 4 時〜 5 時

こころの健康相談 ＊要予約  ＊秘密厳守・無料

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
ド
ウ
ル
ミ
ー

ト
ク
ラ
ブ　

小
池
☎
25

−

２
６
７
８

▼
開
催
日=

２
月
３
日
（
日
）
▼
場

所=

千
妙
寺
（
黒
子
）
▼
内
容=

①

護
摩
祈
祷
（
午
前
10
時
20
分
～
、
午

後
０
時
30
分
～
）
②
豆
ま
き
（
幼
稚

園
児
、
十
三
参
り  

午
前
11
時
～
／
年

男
、
厄
年
等  

午
後
１
時
～
）
③
そ
の

他
：
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
午
前
10

時
～
）、
け
ん
ち
ん
汁
配
布
（
午
前
11

時
～
）、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

▼
対
象

＝
年
男
・
厄
年
・
十
三
参
り
の
人　

▼
費
用
＝
年
男
・
厄
年
２
，
０
０
０

円
／
十
三
参
り
１
，
０
０
０
円　

▼
申
込
み
＝
１
月
31
日
（
木
）
ま
で

申
問
節
分
祭
実
行
委
員
会

松
本　

☎
37

−

２
２
６
７

＜

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
申
込
受
付＞

齋
藤　

☎
37

−

２
７
７
２

▼
日
時=

２
月
３
日
（
日
）
午
後

①
５
時
〜　

②
６
時
30
分
〜　

③
７

時
〜　

▼
場
所=

羽
黒
神
社
（
甲
）

▼
参
加
費=

【
豆
代
】
前
売
り

３
０
０
円
／
当
日
３
５
０
円

問
羽
黒
神
社
社
務
所☎

24

−

１
４
０
９

▼
日
時
＝
２
月
10
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午　

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
輪

場　

※
譲
り
た
い
人
は
事
前
申
込
が

必
要（
２
月
１
日（
金
）〜
受
付
開
始
）

申
問
ア
ニ
マ
ル
ブ
ン
ブ
ン

☎
０
９
０

−
９
６
４
１

−

１
８
５
７

　

関
東
信
越
税
理
士
会
下
館
支
部
で

は
、
各
税
理
士
事
務
所
で
、
税
理
士

に
よ
る
無
料
還
付
申
告
相
談
及
び
簡

易
な
申
告
書
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
日
時
＝
２
月
12
日
（
火
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
対
象
＝
①

年
金
受
給
者　

②
給
与
所
得
者
で
医

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人　

③
年
の
中
途
で
退
職
又
は
就
職
し
た

人　

▼
申
込
み
＝
事
前
に
最
寄
り
の

税
理
士
事
務
所
に
電
話
予
約
し
、
当

日
は
時
間
厳
守
で
相
談
く
だ
さ
い
。

問
関
東
信
越
税
理
士
会
下
館
支
部

☎
０
２
９
６

−

76

−

２
２
１
２

地区 開　催　日 会　場

下館

２月８日・22 日（金）
13:30 ～ 15:00 地域交流センター

２月６日・13 日・20 日（水）
13:30 ～ 15:00

スピカ３階
健康ひろば

関城 ２月７日・21 日（木）
13:30 ～ 15:00

ペアーノ　
1 階会議室

明野 ２月４日・18 日（月）
13:30 ～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

協和 ２月６日・20 日（水）
13:30 ～ 15:00

協和公民館
ホール

▶対象＝おおむね 60 歳以上　▶定員＝各先着 30
人（※明野会場のみ先着 20 人）▶服装＝動きやす
い服装　▶持参品＝タオル、飲み物
問健康づくり課　☎２２−０５０６
市いきいきヘルス会会長 渡邉吉孝 ☎ 090-1995-9584

いきいきヘルス体操教室

生涯学習奨励単位／健康づくり奨励単位認定該当事業

【相談日時】２月 28 日（木）午後１時〜３時（法律相談は４時まで）
【場所】下館武道館２階

相談員 申込み

人権相談 人権擁護委員
（法務大臣委嘱） 事前申込不要

（当日来訪順受付）行政相談 行政相談委員
（総務大臣委嘱）

法律相談
（市内在住の人） 弁護士 ☆２月 18 日（月）午前 9 時から、広報広

聴課にて電話予約受付開始（先着８人）
人権相談…問人権推進課  内線２５３         ／  行政・法律相談…問申広報広聴課  内線３１４

生活の困りごと相談（市）＊秘密厳守・無料

＊要予約  ＊秘密厳守  ＊無料
▶実施日＝２月 14 日（木）
・専門相談＝ 13:30 〜 14:30
・家族教室＝ 14:30 〜 16:00
【ひきこもり当事者の居場所】
ひきこもりの本人が、自宅以外に過
ごせる場所をはじめました。
※家族教室と居場所への参加は事
前に面接を行ってからとなります。
申問筑西保健所  ☎２４−３９６５

ひきこもり相談青少年なんでも相談

　お子さんの問題行動（不登校・ひ
きこもり・家庭内暴力等）で苦しま
れている保護者及び当事者のため
の相談会を開催します。
▶日時＝２月 20 日（水）午後１時
30 分〜５時　▶場所＝しもだて地
域交流センター２階研修室　▶資
料代＝ 300 円
問アイネット　浅沼
　☎０９０−３１４０−４８６５

不登校・ひきこもりの
解決にむけて

相

談

梨
の
里
・
節
分
祭

　子どもたちのいろいろな悩みについて、専門の相談
員が電話相談・面接相談に応じます。
▶日時＝毎週月・水・金曜日の午後１時〜５時（祝日
除く）▶場所＝市青少年センター（スピカ３階）

問☎２４−６０８１（直通）

▶対象＝ ｢均衡（バランス）のとれた体力づくり｣
に関心のある人　▶定員＝各先着 30 人（※明野会
場のみ先着 20 人）▶服装＝運動のできる服装、運
動靴　▶持参品＝バスタオル、タオル、飲み物
問健康づくり課   ☎２２−０５０６
市健康運動普及員会会長 鳥生厚夫 ☎ 080-1090-5748

地区 開　催　日 会　場

下館

２月７日（木）
13:30 ～ 15:00

地域交流センター
セミナールーム

２月 18 日・25 日（月）
13:30 ～ 15:00

スピカ３階健康ひ
ろば　※ 18 日の
男性対象教室はス
ピカ４階東会議室

２月４日・18 日（月）
13:30 ～ 15:00  ※男性のみ

関城 ２月６日（水）
13:30 ～ 15:00

ペアーノ
リハーサル室

明野

２月５日・19 日（火）
13:30 ～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

２月 12 日・26 日（火）
13:30 ～ 15:00

宮山ふるさとふれ
あい公園ホール

協和 ２月１日・15 日（金）
13:30 ～ 15:00 協和総合センター

健康運動教室（筑西はつらつバラエティー体操）

羽
黒
神
社
節
分
祭

還
付
申
告
無
料
相
談

犬
・
猫
の
譲
渡
会
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人口＝男 52,740 人　女 53,959 人　計 106,699 人　世帯数＝ 35,769 戸（平成 25年 1月１日現在・常住人口）

3月24日【日】
午後１時 30 分〜

（ 開 場 ： 午 後 １ 時 ）
  会場：明野公民館大ホール

「イル・ブリランテ」

桜の季節に
「さくら」

　　　がやって来る！

　茨城放送開局 50 周年記念

 チャリティ文化講演会＆映画上映会

■主催　（株）茨城放送
■後援　筑西市・筑西市教育委員会　　■協賛　下館ゴルフ倶楽部

寅さんの伝言
   　  〜倍賞千恵子さんを迎えて〜

　倍賞千恵子講演会（トークショー）
　　　　　　　　　　　＆「男はつらいよ」映画上映会

発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0296 -24 -2111

広
報

筑
西

 ピ
ー

プ
ル

N
o.131
平
成
25
年
2
月
１
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

■講演会（トークショー）

倍賞千恵子 さん　／　小泉信一 氏
　　　  （女優）　　　　　　　 　　　　　朝日新聞・社会部記者
　　　　　　　　　　　　　　　　　「寅さんの伝言」筆者

■映画（男はつらいよ）上映会

■チケット発売・１月 25 日（金）から
　     1,500 円（お一人様）全席自由
   お求めは
   　明野公民館  （0296-52-5333）
　　茨 城 放 送 （029-244-3997）

お問合せ：（株）茨城放送営業部
   ☎０２９−２４４−３９９７筑西の寅さ

ん（筑西ふ

るさと大使
・植木定男

さん）も応
援に来ます

！

　倍賞千恵子プロフィール
　映画「男はつらいよ」のさくら役に代表される庶民派
女優。1945 年に母の実家がある茨城県岩瀬町（現桜川市）
に疎開。岩瀬第２小学校（現岩瀬小学校）に通う。1951
年春、茨城から東京に引き揚げる。
　1960 年松竹音楽舞踏学校を主席で卒業。同年、松竹歌
劇団(SKD)に入団。1961年松竹にスカウトされ松竹映画「斑
女（はんにょ）」でデビュー。また歌手としても活躍中。

男はつらい
よ

入場料：1,500 円
　　  （お一人様）
　  全 席 自 由
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